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２．研究活動報告 

 

 

平成 29 年度深江丸夏季研究航海 研究テーマ一覧 

 

 研究室・チーム 代表者 人数 研究テーマ 

１ 深江丸船長研究室 矢野 吉治 ８ 
従来型船底防汚塗料の性能評価（速力試

験、速力－軸馬力計測） 

２ 深江丸機関長研究室 伊丹 良治 ４ 船舶推進プラントに関する研究 

３ 海洋微生物研究室 三村 治夫 １ 
船上投げ込み方式で行う青色 LED 光を利用

した生物付着阻止実験 

４ 
海底電磁気観測チーム 

(名古屋大学・京都大学) 
市原  寛 ４ 

南海トラフ西方のスロー地震域における海

底電磁気探査 

５ 

徳島宍喰沖海底地すべ

り調査チーム 

(神戸大学・徳島大学) 

馬場 俊孝 ３ 

・徳島宍喰沖海底地すべり調査 

・ADCP・水質モニター等作動状況確認 

・大気質濃度連続測定 

６ 岡山理科大学 宮永 政光 １ 
水環境中の多環芳香族炭化水素（PAH）の動

態調査 

７ 横河電子機器株式会社 藤田  貴大 ４ 波浪中の操舵ゲインと省エネ性能調査 

８ 電子航法研究室 若林 伸和 ３ 

・船舶運航の自動制御に関するシステム開

発 

・海底探査機器使用に関するシステム開発 

９ 運輸基盤研究室 安藤 良彬 １ 国内海上輸送における交通量調査 

 

研究者等計  17 名 （乗組員及び運航補助学生を除く） 

乗組員等     21 名 

総員     38 名    
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1) Haruo Mimura, Kohei Hirono, Yoshiji Yano, and Noriyuki Endo, Application of Blue LED 
Irradiation to Antifouling of a Ship’s Bottom, Proceedings of OCEANS’15 MTS/IEEE conference, 

Genova, Italy in May 18 - 21, 2015. variou 4 pages. 2015 5 20  (Centro Congressi - 
Porto Antico di Genova, Calata Molo Vecchio 15, 16128 Genova, Italy) 

2) Kohei Hirono and Haruo Mimura, Prevention Effect of LED Blue Light Irradiation on the Settlement 
of Cyprids, Proceedings of Oceans'17 MTS/IEEE conference, Aberdeen, Scotland in June 19 - 22, 

2017. various 4 pages 2017 6 21  (Aberdeen Exhibition & Conference Centre, Bridge 
of Don, Aberdeen, AB23 8BL, Aberdeen, Scotland) 
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３．おわりに 

 

 おかげ様で平成 29 年度夏季研究航海を大事なく無事に終えることができました。様々な専

門分野の調査・研究活動におきまして，多くの方々に深江丸をご利用いただけることは，海

事科学研究科として大変ありがたく，光栄なことです。本研究航海に参加された研究者の皆

様にとって，この度の航海で得られたデータが有意義な成果へ結びつくことを心より願って

おります。今後とも，継続的な研究・教育活動および新たな研究・教育活動のために深江丸

の春季・夏季研究航海をご活用いただければ幸いです。 

 尚，これまで深江丸の春季・夏季研究航海を企画運営してきた「海技教育センター」は改

組され，平成 29 年７月より「海事科学教育開発センター」に名称を変更し，内部組織が改め

られました。この度の夏季研究航海から，新組織の下での報告書の作成・公表となります。

「海事科学教育開発センター」は，「海技教育センター」の活動を基本的に引き継ぐと共に，

活動領域を広げる他，深江丸の研究・教育利用について，さらに効率的、効果的、経済的な運

航を目指して点検と改善に努めます。今後とも，深江丸の安全運航を第一に研究・教育利用

の促進を図っていきますので，ご活用のほど何卒宜しくお願い申し上げます。 
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